くるわ しころ 

廓へ 討 入る のに、 鐵の 数で はない けれども、 十 枚で 

たもと ふところ 

八 銭 だから、 員数お よそ 四百 枚、 抉、 懐中、 こいつ は 

つじぐ る ま けこみ さんさい 

持てない。 辻 俥の 蹴込へ、 ドンと 積んで、 山塞の 中 坂 

ちょ-つ 

を 乗 下ろし、 三 崎 町の 原 を 切って、 水道 橋から 

いき どの ざ か くるまや 

者岐殿 坂へ、 あり や あり やと、 俥 夫と 矢 声 を 合わせ、 

きリ どお し 

切通 あたりに なると、 社中 随一 の ハイカラで、 鼻め が 

ね を 掛けて いる、 中 山 高、 洋服の 小説家に、 天 保 銭の 

はね さした ば 

翼が 生えた、 縉束を 両手に、 二 筋 振って、 きおいで 左 

さば か 

右へ 捌いた 形 は、 空 を 飛んで 翔ける がごと し。 

しのばず のい け ぃリゃ 

不忍池 を 左に、 三枚 橋、 山 下、 入 谷 を 一 のしに、 土手 

た ん ぼぼ 

へ 飛んだ。 …… 当時の 事の 趣 も、 ほうけ た 鼓 草の よう 



そこいらに、 小川と いう 写真屋の 西洋 館が 一 つ 目 

立った。 隣 地の 町角に、 平屋 建の 小 料理屋の、 夏 は 

こおりみ せ 

氷 店に なりそう なのが あるのと、 通り を 隔てた 一方 

のき あんどん 

の 角の 二階屋に、 お 泊 宿の 軒 行燈が 見える。 

お 泊 宿から、 水道 橋の 方へ 軒 続きの 長屋の 中に、 小 

とぎ ど-つ ざつ 

さな 貸本屋の 店が あって …… お 伽 堂 …… びら 同然の 粗 

な 額が 掛けて ある。 

お 伽 堂 —— 少々 気になる。 なぜと いうに、 仕 入 もの 

の、 おとしの 浅い 箱火鉢の 前に、 二十 六 七の、 色白で、 

ぼつと りした …… 生 際 はちつ と 薄い が、 桃色の 手柄の 

まるまげ まぶた 

丸鬍 で、 何だか、 はれぼったい、 瞼 を ほんのりと、 ほ 



内臓 を 損じた。 勤労に 堪えない。 静養 かたがた 女で 間 

に 合う 家業で つないで、 そのうち 一 株 ありつく 算段で、 

お 伽 堂の 額 を 掛けた の だそう である。 

のつ け ぎよ-つこう もうけ 

開業 当初に、 僥倖に も、 素晴らしい 利得が あった。 

「こちら じ や 貸す ばかりで、 買わないで すか。」 

ひんだ 

学生が 一人、 のつ そり 立ち、 洋書 を 五六 冊 引 抱いて 

突立った ものである。 

「は、 おいで 遊ばし まし。」 

と、 丁寧に、 三 指 もどき のお 辞儀 をして、 

「あの、 もしえ。」 

と 初々 しい ほど 細い 声を掛け ると、 茶の間の 悪く 暗 



い 戸棚の 前で、 その 何 かしら II 内臓 病 者 補 壮の食 は 

まだ 考えない、 むぐ むぐ 頰 張って いた 士族 兀の 胡麻塩 

で、 ぶく りと 黄色い 大 面の ちょん びり 眉が、 女房の 古 

らしい、 汚れた 半帕を 首に 巻いた のが、 鼠色の 兵 子 帯 

で、 ヌ ー と 出る と、 捻っても 旋 つても、 眦と 一 所に 垂 

と つ さき ち 

れ 下る 髯の 尖端 を、 グイと 揉み、 

「おいでい。」 

ようしょ かなつぼまなこ 

と 太い 声で、 右の 洋冊を 横 縦に。 その 鉄壺 眼で… 

…無論 読めない。 貫目 を 引きつつ、 膝の めりやす を 

はみだ 

溢 出させて、 

「まるで、 こり や 値に なり ま せんぞ。」 



の 外道が あるのに 心づ かない。 毎日の ように 攫われる。 

一度の、 どか 利得が 大穴に なって、 丸鬍 だけで は 店が 

危ぃ。 つい 台所 用に 女房が 立った あとへ は、 銀の 目が 

出て 髯を 揉む と、 「高 # 貸が 居る ぜ。」 とか 云って、 貸 

ひやかし よわたり むず 

本の 素 見まで が 遠ざかる。 当リ 触り、 世 渡 は 煩 かしい。 

が 近頃で は、 女房 も 見張りに 馴れたし、 亭主 も 段々 古 

本巿 だの 場末の 同業 を 狙って、 掘 出しに 精々 出 あるく。 

—— 好い 天気の、 この 日 も、 午 飯す ぎる と、 日向に 

古 足袋の 埃 を 立てて 店 を 出た が、 ひよこり と 軒下へ、 

あと 戻り。 

「忘れ ものです か。」 



を かぶせ、 余った 煮豆に 蓋 をして、 あと 片附 は晚 飯と 

一 所。 で、 拭 布 を 掛けた なり 台所へ 突出す と、 押入 続 

きに 腰 窓が 低い、 上の 棚に 立 掛けた 小さな 姿見で、 顔 

を 映して、 襟 を、 もう 一息 搔 合わせ、 ちょっと 縮れて 

癖 は あるが、 髪 結 も 世辞ば かりで ない、 似合った 丸 髭 

で、 さて 店へ 出た 段 取だった が …… 

—— 遠くの 橋 を 牛車で も 通る ように、 かたん かた 

んと、 三 崎 座の 昼 芝居の、 つけ を 打つ のが 合間に 聞え、 

はやし おお どぶ 

囉の 音が シャ ラシ ャラと 路地 裏の 大 溝へ 響く。 …… 

めざる 

裏長屋の かみさんが、 三 河 島の 菜漬を 目^で 買いに 

出る に はま だ 早い。 そういえば 裁縫の 師匠の 内の 小 女 



き、 襟 を 引く と、 ふわ ふわと 襟へ ついて 来る。 …… 

r …… まあ …… 」 

二三 度 やって 見る と、 どうも、 顔の 動く とおりに 動 

頰の あたりが うそ 痒い …… 女房 は 櫟 くな つたの 

である。 

袖で 頰を こすって、 

「いやね。」 

ツイと 横 を 向きながら、 おかしく、 流^が 密と 行く 

と、 今度 は、 短冊の 方から 顎で しゃくる。 顎で はない、 

舌で ある。 細く 長い その 舌で ある。 



ほつ そ さば さ ざ ん か 

づ くのに、 細り 捌いた 棲から、 山茶花の 模様の ちらち 

らと 咲く のが、 早く 茶の間 口から 若い 女房の 目に は 

映った のであった。 

作者が —— S ぼいたくない こと だけれ ど、 その …… 

年暮の 稼ぎに、 ここに 働いて いる 時 も、 昼す ぎ 三時 頃 

うす もや 

—— 、 ちょうど、 小雨の 晴れた 薄 靄に 包まれて、 向う 

やしき あか のぞ いちょう まっきい ろ 

邸の 紅い 山茶花が 視 かれる、 銀杏 の 葉の 真 黄色な のが 、 

ひらひらと 散って 来る、 お嬢さんの 肌に ついた、 ゆう 

ぜん さながらの 風情 も 可 懐し い、 として、 文 金 だの、 

平 打 だの、 見惚れた ように 呆然と して、 現在の 三 崎 町 



女房 は 片膝 立ちに 腰 を 浮かしながら 能書 をい う。 

「 …… 私 も 読みたい 読みたい と 存じながら、 商売 もの 

で、 つい 慾 張りまして、 ほほ ほ、 お貸し 申します 方が 

先へ 立ちます けれど。 …… 何です か、 お 女郎の 心中 も 

の だと か 申します のね。」 

「そうです つて。 …… 『たそがれ』 …… というの が、 

しょうぎ おいらん 

その 娼妓 II 遊女の 名 だって 事です。」 

と、 凜 とした 眦 の 目 も きっぱりと 言った。 簪の白 

菊 も 冷い ばかり、 清く 澄んだ 頰が 白い。 心中に も 女郎 

にも 驚いた 容 子が 見えぬ。 もっとも このく らいな 事 を 

気にして は、 清 元 も、 長唄 も、 文句 だって 読めな かろ 



ましたんで ございます。 長屋 世帯 はすぐ それです から、 

ほほ ほ。 小説の 題の 事だった ので ございます もの。 大 

好きな 女の 名で いらっしゃ るんで すって。 …… 田舎 源 

氏、 とかに もあります そうです。 その 時、 京の 五条と 

か三条 あたりと かの 暮 方の、 草の 垣根に、 雪白な 花の、 

あわれに 咲いた お 話 をき きましたら、 そのい やな 入 g 

が、 ほんのりと、 夕顔 ほどに 明るく、 白くなりまして 

ございま してね。」 

女房 は、 ふと 気がさし たか、 町 通りの 向う 角へ 顔 を 

向けた、 短冊の 舌 は 知らん顔で、 鶏頭が 笑って いる。 

写真館の 硝子 窓 は静に 白い 日 を 吸って。 …… 



こちら は、 それと 聞きます と、 お 大名 か、 お 殿様が 

おしのび あばら や びつ くリ 

御 微行で、 こんな 破屋へ、 と 吃驚し ましたのに、 「何に 

も 入らない。 南画の 巌 のよう な カス テ ー ラゃ、 べんべ 

らもの の 羊羹なん か 切ん なさるな よ。」 とお 笑いな すつ 

て、 ちょうど 宅が。」 

ひそ 

また 眉 を 顰めた が、 

I 小 工面に 貸本へ 表紙 を かぶせて おり ましたの を ごら 

ん なさい まして、 —— 「辻 町の やつ、 まだ 単行が 出来 

まとま うち 

な いんだ。 一冊 纏った ものの ように、 楽屋 中で 祝つ 

すず リばこ 

て やろう。 筆 を 下さい。」 —— この 硯箱 を。」 

「ちょいと、 一度 これ を。」 



と、 お嬢さん は、 硯箱を 押させて、 仲よ しの 押絵の 

羽子板の ように 胸へ 当てて いた 『たそがれ』 を、 きち 

んと 据えた。 

「 …… 「ひどい 墨 だな、 あやしい 茶人 だと、 これ を 鳥 

の 子に 包 むんだ。」 とおつ しやりながら、 すらすら おし 

たために なつたん でございますが、 あの、 筆 をお とり 

おんな おいらん 

遊ばしながら、 「婦は 遊女 だ、 という じ やない か。 … 

はし いれ ぞうげ 

…(おん 箸 入。) とかくよ うだ。 中味 は 象牙 じゃある ま 

い。 馬の骨だろう。」 …… 何です か、 さも、 おかしそう 

そば 

に。 —— そうし ますと、 糸 七さん は、 その 傍で、 小さ 

くな つて。 …… 」 



を、 さん 附に はなさい ません。 格別、 お好きな、 中 坂 

の その 方 だって、 糸 七、 と 呼びす てで ございま すの。 

ええ、 そうで ございます とも。 この辺で ごらんなさい 

ご ひいき 

まし。 三 崎 座の 女 役者 を、 御 貝 頭 負 は、 皆 呼びず てで ご 

ざいます。」 

言い 得て 女房、 妙で ある。 (おん 箸 入) の 内容が 馬の 

ぬきんで 

骨なら、 言い 得て 特に 妙で ある。 が、 当時 梨園に 濯 出 

くめ はち なさけ 

た、 名優 久女八 は 別と して、 三 崎 座な みは 情ない。 場 

面 を 築地 辺に とれば まだし もで あつたと 思う。 けれど 

も、 三 崎 町が 事実な ので ある。 

「ほほ ほ、 お呼びず ての 方が 却ってお 心 易く つて、 I 



I ああ、 お茶 を 一 つ。」 

おひや 

「おかみさん、 ちょいと、 あの、 それより 冷水 を。」 

「冷水？」 

「あの、 ざぶ ざぶ、 冷水で、 この 半帕を 絞って 下さい 

ません か。 御 無心です が。 私ね、 実は、 その 町の 曲 角 

で、 飛んだ 気味の 悪い 事が ありまし てね。」 

九 

やどや 

「そこの 旅 宿の 角まで、 飯 田 町の 方から 来ます とね、 

わたし くるま ほろ かか 

妾、 俥 だつ たんです けれど、 幌が掛 つてい ましたの 



に、 何です か、 なまぬるい、 ぬめりと 粘った、 濡れた 

ものが、 こっちの、 この 耳の 下から 頰へ 触つ たんです。」 

水 y 色の 半帕 が、 今度 は 花弁の しぼむ 状に 白い 指の 

さきで 揺れた。 

「あれ、 と 思って、 手 を 当てても 何にもな いんです。」 

「あの、 此店 へお いでなさい ました、 今し がた …… 」 

女房 は頰 をす ぼめ、 眉 を 寄せて、 

r …… まあ。」 

「慌てて 俥 をと めまして ね、 上 も 下 も 見ました けれど、 

別に 何にもな いんです。 でも、 可 厭ら しく、 変に 臭う 

ようで、 気味が 悪く つて、 気味が 悪く つて。 無理に も、 



女房 は 行きが けに、 安手な 京 焼の 赤 湯 呑 を 引 攫う と、 

あおむ あらた うがい 

ごぼごぼと、 仰向く まで 更 めて 嗽 をした が、 俥で 来 

とくい 

たのな ど は 見た 事 もない、 大事な お 花客で ある。 たし 

ない 買 水を惜 気な く 使った。 —— そうして 半帕を 畳み 

ながら、 行儀よ く 膝に 両の手 を 重ねて 待った お嬢さん 

のば 

に、 顔へ 当てる ように、 膝 を 伸し ざまに 差 出した。 

「ほんとうに、 あなた、 蟆 子の たかりました ほどの あ 

とも ございま せんから、 御 安心 遊ばせ。 絞り かえて 差 

上げましょう。 さようで ございま すか、 フ とした 

お 心 持に、 何 か 触った ので ございましよう。 御 気分 は 

…：- J 



で 音で もします ように 戻って 来て、 今度 は、 その 中指 

へ くるくると 巻きつ いたんで すが、 巻きつ くと 一所に- 

きりきりき リきり 引きし めて、 きりきり、 きりきり、 

その 痛 さと い つ て は。 …… 

縫針の さきで さえ、 身のう ち 響きます わ。 ただ 事で 

ひっき 

ない。 解く にも、 引 切る にも、 目に 見える か、 見えな 

いほ ど だし、 そこら は 暗し、 何よりか 知った 家の 洋燈 

の 灯 を —— それでもって、 ええ。 …… 

さあ、 女の 髪と 分りました、 漆の ような、 黒い、 す 

なおな、 柔 かな、 細々 した、 その 長う ございまし たこ 

と。 …… お 嬢 様。」 



て はく 

る 掌の、 親指と、 小指 を 隠して、 三本に 箔を 塗り、 彩 

色した ように 見える のが、 横 通りへ は 抜けないで、 ず 

ん ずん 空地の 前 を、 このお 伽 堂へ 押して 来た。 

下駄と 下駄の 音 も 聞え る。 近づいた から、 よく 解る- 

三人と も 揃いの 黒 羽二重の 羽織で、 五つ 紋の、 その、 

紋の 一つ一つ、 円か、 環の 中へ、 小鳥 を 一 羽ず つ 色絵 

あつら きもの じ うえした 

に 染めた 跳え で、 着衣 も 同じ 紋 である。 が、 地 は 上下 

くろ つむぎ 

とも 黒 袖で、 質素と 堅実 を 兼ねた 好みに 見えた。 

はかま ひら 

しかし、 袴 は、 精巧 平 か、 博 多 か、 りゅうと して、 

皆 見事で、 就中 その 脊の 高い、 顔の 長い、 色 は 青黒い 

よう だけれ ども、 目鼻立の、 上品 向きに のつ ペリと、 



がっち リ まだら ひげ 

一 人、 骨 組の 厳 丈した、 赤ら顔で、 疎髯 の あるの は、 

張 肱に 竹の 如 # 心 を 提げ、 一 人、 目の 窪んだ、 鼻の 低い 

あご とが げぼリ しゃれこう ぺ 

頤の 尖ったの が、 紐に 通して、 牙 彫の 白 髑髏 を 胸から 

斜 に 取って、 腰に 附 けた。 

その上、 まだ ある。 申 合わせて 三人と も、 青と 白と 

ない ま かた だすき 

絢 交ぜの 糸の、 あたかも 片櫸の ごとき もの を、 紋附の 

胸へ 顕著に 帯した。 

いずれも 若い、 三十 許少に 前後。 気 を 負い、 色 熾に、 

心 を 放つ、 血気の その 燃 ゆる や、 男く ささ は 格別で あ 

ろう。 

お嬢さん は、 上気した。 



た すら、 自重 謹厳 を 強要す る もの だから、 止む こと を 

得ず、 ロを箝 した。」 

「無理 はない よ、 殿様 は 貸本屋 を 素 見し たんじ やない。 

—— 見合の 気 だ。」 

とまた 髑髏 を 弾く。 

「串 戯 じゃあり ません。 ほほ ほ。」 

「ああ、 心臓の 波打つ i- 吸 だぜ、 何しろ、 今や、 シャツ 

タ ー を 切らむ とする 三人の 姿勢 を 崩して、 窓口へ 飛 出 

したんだ。 写真屋 も 驚いた が、 われわれ も啞 然とした。 

何しろ、 奢るべし、 今夜の 会に は 非常なる 寄附 をし ろ。 

くるま 

俥が それなり 駆 抜けないで、 今まで、 あの 店に 居た の 



—— 「とうふ ィ、 生揚、 雁 もどき。」 —— 

だしぬけ そば 

唐突に、 三人の すぐ 傍で …… 馬鹿な 奴で ある。 

また この 三人 を 誰 だ、 と 思う 9 しかし これ は 作 

ことば おおい ひびき よ 

者の 言 よりも、 世上の 大 なる 響 に 聞く のが 可かろう _ 

—— 次いで、 四日と 経たない うちに、 小川 写真館の 貸 

むかいあ みせさき けつえん 

本屋と 向 合った 店頭に、 三人の 影像が 掲焉 として、 金 

縁の 額に なって 顕われた ので あるから。 

—— 青雲 社、 三大 画伯、 御 写真 —— 

よって 釈然と した。 紋の丸 は、 色 も 青 麦で ある。 小 

ひば リ 

鳥 は、 雲雀で ある。 

幅広と 胸に 掛けた 青白の 糸 は、 すなわち、 青天と 白 



なし。 

しのばず こだち 

不 忍へ 渡す 橋 は、 玉の 欄干 を 築いて、 全山の 樹立 は 

ま つ しろ 

真白で ある。 

きさらぎ 

これ は II 翌年の 二月、 末の 七日の 朝の 大雪で あつ 

た。 —— 

昨夜、 宵の しとしと 雨が、 初夜 過ぎに 一度 どっと 大 

降りに なって、 それが 留 むと、 陽気 も ぼつと、 近頃で 

の 春ら しか つ たが、 夜半に 寂然と 何の 音 もなくなる と、 

おぼろ 

うつす りと 月が 朧に 映す ように、 大路、 小路、 露地 や、 

背戸 や、 竹垣、 生垣、 妻戸、 折 戸に、 密と、 人目 を 忍 

みやこぶ リ 

んで寄 添う 風晴 に、 都 振なる 雪女郎の 姿が、 寒く ば 絹 



ひらひらと 動く 時、 大 池の 波 は、 さながら 白蓮 華 を 競 つ 

て 咲いた。 

II 白雪の 階 の 下に、 ただ 一 人、 棲 を 折リ緊 め、 

ひざまず 

跪いて、 天女 を 伏 拝む 女が ある。 

すぐ 傍に、 空しき 蘆簀 張の 掛 茶屋が、 埋れた 谷の 下 

伏せの 孤屋 に似て、 御手洗が それに 続き、 並んで 二 体 

の 地蔵尊の、 来迎の 石に おわす るが、 はて、 この 娘 は 

の、 と 雪に 顔 を 見合わせ たまう。 

まげ あまが っぱ びろ う ど 

見れば 島 田鬅の 娘の、 紫 地の 雨合羽に、 黒 天鵝絨の 

襟 を 深く、 拝んで 俯向いた 頸の 皓さ。 

しぷ じゃのめ そ でず 

吹 乱す 風で ある。 渋 蛇 目 傘 を 開いた ままで、 袖摺れ 



「は。」 

僧 は 中腰に 会釈して、 

「早朝より、 ようお 詣り …… 」 

「はい。」 

「寒 じが 強う ござります、 ちとお あがりに なって、 御 

:K 息 遊ばせ。」 

へき ぼたん あさもう で 

この 僧が 碧 牡丹の 扉の 蔭へ かくれた 時、 朝詣 の 娘 は、 

我がた めに 燈 明の 新しい 光 を 見守 つ た。 

われら、 作者な かまの 申 合わせで、 ここ は …… を 入 

れる処 であるが、 これが、 紅で 印刷が 出来る と 面白い。 

もの 言わず 念願す る、 娘の 唇の 微 に 動く ように 見え 



ぼちぼち まつげ ふる 

るから。 黒、、 では、 睫毛の 顫える 形に も 見えない。 

見えても、 、と 短い ようで 悪い から、 紙 費 だけれ ど、 

「 」 白に する。 

十六 

時に、 伏 拝む のに 合せた 袖口の、 雪に 未開 紅の 風情 

だった の を、 ひらりと 一 咲き 咲かせて 立って、 ちょつ 

とおくれ 毛 を 直した 顔 を 見る と、 これ は 月 村 一雪、 I 

I 中洲のお 京であった。 

実は 



「 …… 小説が 上手に 書け ますよう に …… 」 

どうも 可 訝しい、 絵が 上手になります ように、 踊が、 

じょうる リ おし ごと きこ 

浄瑠璃が、 裁縫が、 だとよ く 解え る けれども、 小説 は、 

他に 何とか 祈念の しょうが ありそうに 思われる。 作者 

さき 

だってそう 思う。 人生の 機微に 針の 尖で 触れます よう 

に、 真理 を 鋭 刀で 裂きます ように、 もう 一 息、 世界の 

文豪 を 圧倒し ますよう に …… でない と、 承知の 出来な 

い 方々 が 多い と 思う。 が、 一雪のお 京さん は 確に 前 

かたえ 

条の ごとくに 祈念した ので ある。 精確な 処は、 傍に 

ま つ しろ 

真白に 立た せた まえる 地蔵尊に、 今からで も 聞かる る 

、、ゝ 1 1 , ヽ。 

カ可レ 



なお、 かし 本屋の 店頭で もそう だし、 ここでの 紫の 

雨合羽に、 塗の 足駄な ど、 どうも 尋常な 娘で、 小説家 

ほお ぺ 

らしい 処 がない。 断髪で、 靴で、 頰 辺が 赤くない と、 

どうも …… らしくない。 が、 硯友 社より、 もっと 前、 

上 杉 先生な どより なお 先に、 一輪、 大きく 咲いた とい 

あけぼの 

う 花形の 曙 女史と 聞え たは、 浅 草の 牛 肉屋の 娘で I 

I 御 新 客、 鍋で 御酒 II 帳場ば かり か、 立 込む と 出番 

をす る。 緋鹿 子の 櫸 掛けで、 二の 腕まで 露呈に 白い、 

いささか も 黒人ら しくなかった と 聞いて いる。 

また …… ああ 惜しい かな、 前記の 閨秀 小説が 出て 

世評 一代 を 風靡した、 その 年の 末。 秋 あわれに、 残ン 



やまい あか すが こがらし はかな 

の 葉の、 胸の 病の 紅い 小枝に 鎚 つたの が、 讽に傻 

えもん 

く 散った、 一葉 女史 は、 いつも 小 机に 衣紋 正しく 筆 を 

取り、 端然と して 文章 を 綴った ように、 誰も 知り また 

想う ので ある。 が、 どういた して …… 

—— やがて この あとへ 顔 を 出す —— 辻 町 糸 七が、 そ 

めんくら 

の 想う 盾の 裏 を 見せられて 面 食った。 糸 七 は、 一 雑誌 

の 編輯に ゆかりが あって、 その 用で、 本 郷丸山 町、 そ 

こうぜん 

の路 次が、 (あしき 隣 もよ しゃ 世の中) と 昂然と して 女 

史が 住んだ、 あしき 隣の 岡場所で。 …… 

II おい、 木 村さん、 信さん 寄って おいでよ、 

お寄りと い つたら 寄っても { 化いで はない か、 



また 素通りで 二葉 屋へ 行く 気だろう —— 

に はじまって、 —— ある 雨の 日の つれづれに 表 を 通 

る 山高帽子の 三十 男、 あれな りと 取ら ずん ば —— と 二 

十三の 女に して、 読書界に 舌 を 巻かせた、 あの、 すな 

わち その、 怪しからん …… しかも 梅雨 時、 陰惨と して 

いた。 低い 格子戸 を 音 訪れる と、 見通しの 狭い 廊下で、 

本郷の 高台の 崖 下 だから 薄暗い。 部屋が 両方に ある、 

茶の間 かと 思う 左の 一 層 暗い 中から、 ひた ひたと 素足 

で、 ，. 銀杏 返 の ほ つれながら、 きりり とした 蒼白い 顔 を 

見せた、 が、 少し 前屈みに なった 両手で、 黒糯 子と 何 

か 腹 合せの 帯の 端 を、 ぐい、 と 取って、 腰 を 斜めに、 



かまち しま 

しめ かけの まま 框へ 出た。 さて、 しゃんと 緊 つたと 

ころが、 (引 掛け、) また、 (じれった 結び)、 腰の 下緊 

へずれ 下った、 一名 (まおとこ 結び) という やつ、 む 

とな 

すび 方の 称え を 聞いた だけで も、 いまでは 町内で 棄て 

たち どころ たな く 

置くまい。 差配が 立 処に店 だて を啖 わせよう。 

—— 「失礼な、 うまい なり、 いいえね、 余りく さく 

さする もんです から、 湯 呑で 一杯 …… てった ところ… 

…黙って て 頂戴。」 —— 

たいぜん 

端正 どころ か、 これ だと、 しごきで、 頹 然として い 

た 事になる。 もっとも、 おいらんの 心中な ど を 書く 若 

あいて あねご ふるまい 

造 を 対 手 ゆえの、 心 易 さの 姐 娘の 挙動で あったろう も 



知れぬ。 

—— 「今日は 珍ら しいんです、 いつも 素 見 大勢。 山 

の 方から 下りて いらっしゃる 方、 皆さん 学者、 詩人 連 

でお いで 遊ばす でしよう。 英語 はもと より、 仏蘭西 を 

どうの、 独乙 をこう の、 伊太利 語、 …… 希 臘拉甸 …… 」 



と 云って、 にっこり 笑った そうで ある。 

が、 山から 下りて 来る という、 この 人々 に対して は、 

(じれった 結び) なぞ 見せ はしない、 所帯 ぎれ のした 昼 

夜 帯 も (お 互に 貧乏で、 相 向った 糸 七 も 足袋の 裏が 破 

むらさ さ こ 

れ ていた。) きちんと 胸高な お 太鼓に、 一 銭が 紫 粉で 



た わ。」 

「いいえ、 いいえ。」 

「何しろ この 雪でしょう、 それに 私な どと 違って、 あ 

なた はお 勤めが おありに なります から。」 

「ところが、 です の。」 

とまた 一 息して、 

「私の 方 こそ、 あなたと 違って、 歩行く の も、 動く の 

も、 雨風 だって、 毎日 体操 同然なん でございます もの 

ね。」 

と 云った。 「教え子」 と 題した、 境遇 自叙の ー篇 が、 

もう 世に出て いた。 これ も 上 杉 先生の 門下で。 II 思 



で、 耳にまで 飛ぶ 雪 を、 鬢を 振って、 払い、 はらい、 

もや まんじともえ 

「この 煙と も 霧と も 靄と も 分らない 卍 巴の 中に、 た 

うつす 

だ 一 人、 薄り と あなたのお 姿 を 見ました 時 は、 いきな 

リ 胸で 引 包んで、 抱いて あげたい と 思いました よ。」 

「抱かれたい、 お ほほ。」 

と 口紅が 小さく 白く、 雪に 染まった。 

フ k; ヮ -」 

ただの 世辞ではなかった が、 おもいがけな いお 京の 

つ しさ 

返事が 胸を衝 いたから、 ちょ つと 呆れて、 ちょ つと 退つ 

て、 

「まあ、 月 村さん」 



おご っリ しのぶ 

「驕る 平家ね、 揚 羽の 蝶の ように、 まだ 釣 葱が かかつ 

ています わ。」 

ひさし 

と閉 つた 縁の 廂を 見つつ、 急に 渚が 肩 をよ じた。 

-っ しろ 

「ああ、 冷い、 柳の 枝が 背から。」 

肩 を 払う と、 顔へ かかる の を、 片手で また 搔き 遣つ 

て、 頰を すぼめた。 

1 1 卞 もしない のに 濡れたん です か、 冷い こと。」 

たち ど 

お 京 も 立 停まって 振 向いた。 

「髪の毛で すわ …… あら、 私ンじ やない。」 

しごいて、 引いて、 幾重に も卷 取る ようにした 指 を、 

離す と、 すっと 解けて 頰を 離れる。 成程、 渚ので はな 



「あれ、 人が 居ます、 ほほ ほ。」 

「ええ、 そう。 もうあ そこまで 行きました。」 

斉しく 見遣った。 

おろし 

富士 嵐と いうので あろう。 西の 空 はわず かに 晴間 

も-つち-つ 

を 見せた。 が、 池の 端 を 内へ、 柵に 添って、 まだ 濛々 

ゆきけ ぶリ 

と、 雪烟 する 中 を、 スィと 一人、 スィ と、 もう 一人。 

やや 高い のと 低い のと、 海月が 泳ぐ ような 二人 づれ が、 

足 はた だよう のに、 向う うつむけに 沈んで 行く。 …… 

脊の 高い 方 は、 それでも 外套 一着で、 すつ ぼり と 中 

折帽を 被って いる。 が、 寸の 短い 方 は、 黒の 羽織に 袴 

みの もんつき 

なし、 蓑 もな しで、 見っともない、 その上 紋着。 やが 



て 猪に 聞けば、 しかも 五つ 紋で。 —— これ は 外套の 頭 

みみずく す ベリお 

巾ば かり を 木菟に 被って、 藻抜けた か、 ヒ 落ちた か、 

その 魂魄の ような もの を、 片手に ふらふらと 提げて い 

る。 渚に 聞けば、 竹の 皮 包 だ —— そうであった。 

r —— あれ、 辻 町さん よ、 ちょいと。」 

「辻 …… 町」 

「糸 七さん です つてば。 —— つい、 取 紛れて、 いきな 

リ噂 をしょう つて 処、 おくれち まい ましたんで すがね ■ 

いま、 さっき、 現にい ま …… 」 

「今 …… 」 

「懐剣、 といって、 花々 しく、 あなたが その 木戸 をお 



ます。 それにお 連れが まるで 知らない 人です から、 そ 

れ なり 黙って さ。 それ だって、 様子 を 見た だけで も、 

お 久しぶり とも、 第一、 お早う、 とも 言えた 義理 じ や 

ありません わ。」 

「どうしたん でしよう、 こんな 朝 …… 雪見と でもい う 

のか しら。」 

「あなた も あんまり お嬢さんね。 —— 吉 原の 事 を 随筆 

になす つたじゃありません か。」 

「いやです、 きまりの 悪い こと。 …… 親類に 連れられ 

とうろ-つ 

て、 浅 草から 燈籠を 見に 行った だけなん です、 玉 菊の、 

あの 燈 籠の いわれ は可哀 です わね。」 



二十 一 

「しかし、 しかし だね、 (雪見と 志した 処が、 まだし も) 

びん 

…… 何とかい つたつ け、 そうだ ( …… まだし も、 ふ憫 

だ。)」 

「あわれ、 憫然と いう やっかい。」 

「やっぱり、 まだし も、 ふ憫 だ。 —— (いや、 ます ま 

す 降る わえ、 奇 絶々々。) と 寒さに ふるえながら 牛 骨が 

虚飾 をい うと (妙。) —— と 歯 を 喰 切って、 骨董が 負惜 

しみに 受ける 処だ。 



また あたかも 三 馬の 向島の 雪景色と おなじように、 

たしか 

巻込まれた 処へ、 (骨董 子、 向う から 来る の は 確に 婦 

人 だ ぜ。) と 牛 骨が いうと、 (さん 候 この 雪中 を 独 歩す 

る もの、 俳 気の ある 婦人 か、 さて はぎの 国に ありち ゆ 

やとい 

う 雪女なる べし、) 傭お 針 か、 産婆だろう、 と ある 処 

へ。 …… 聞いたら 怒る だろう、 …… バッ タリ 女 教師の 

渚 女史に ぶっかった なぞ は —— (奇 絶、 奇 絶。) 妙 …… 

とお 言いよ。」 

「言えない よ。 女 作家の 事 はまた、 べっとして …… 馬 

鹿々々 しいよ。」 

「三 馬 (式 亭) が 馬鹿々々 しい、 といって …… 女郎 買 



すみやか 

に 依って 職 を 求 むれば、 速に 玄関 を 構えて、 新 夫人 

へき 

にか しずかるべき 処を、 僻して 作家 を 志し、 名 は 早く 

聞え はする が、 名実 あい 合わず、 砕いて 言えば 収入が 

少 いから、 かくの 始末。 藍染 川と、 忍 川の、 晴れて 逢つ 

かやち よう 

て も 浮 名の 流れる、 茅 町 あたりの 借屋に 帰って、 吉原 

がえ りの 外套 を、 今し がた 脱いだ ところ。 姓氏 は 矢 野 

弦 光で、 対 手と は 四つ 五つ 長者で ある。 

さし 向って、 三 馬と トルストイ を ごつ ちゃに 饒舌る 

飜 訳者から すれば、 不埒 ともいうべき 若 いのは、 想像 

でも 知れた、 辻 町 糸 七。 道づれ なしに 心中 だけ は 仕 兼 

ねない、 身の まわり。 ほうしょの 黒の 五つ 紋 (借り も 



かもい はぎと 

の) を 鴨居の 釘に 剝 取られて、 大名 縞と て、 笑わせる、 

めいせん しずく 

よれよれ 銘仙の 口 綿 一枚。 素肌の 寒さ。 まだ 雪の I 卞 

ひ わらじ 

の 干ない 足袋 は、 ぬれ 草鞋の ように 脱いだ から、 素足 

しゃつ 

の 冷た さ。 実は、 フランネルの 手首までの 襯衣 は 着て 

あだよ ご 

出た が、 洗濯 をし ないから、 仇 汚れて、 且つ その …… 

言い 憎い けれど、 少し 臭う。 遊女に 嫌われる、 と 昨 宵 

あいの リ ぐる ま 

行きが けに 合 乗 俥 の 上で 弦 光が からかつ たの を、 酔つ 

た 勢い、 幌の 中で 肌脱ぎに 引き かなぐり、 松 源の 池が 

横町に ある あたりで 威勢よ く、 ただし、 竜 どころ か、 

のみ ほりもの おつつ 

蚤の 剌青 もな しに 放り出した。 後悔 をしても 追附 かな 

どてら 

い。 で、 弦 光の ひとり 寝の、 浴衣 を かさねた 木綿 広袖 



さ つ き 

先刻に 氷 月の 白い 柳の 裏木戸と、 遠見の 馬場の 柵 際 

と、 相 望んで から、 さて 小 半時 経って いる。 

ひさし 

崖 下ながら、 ここの 屋根に 日 は 当る が、 軒も廂 もま 

だ I 卞を しないから、 狭い のに 寂然と した 平屋の 奥の 六 

いきれ 

畳に、 火鉢から やや 蒸気が 立って、 炭の 新しい のが 頼 

もしい。 小 鍋 立と いうと 洒落に 見える が、 何、 無精た 

らしい 雇 婆さんの 突 掛けの 膳で、 安 ものの 中皿に、 葱 

と 蓖篛 ばかりが、 - 堆 く、 狩 野 派 末法の 山水 を 見せる 

と、 傍 に 竹の 皮の 突 張った、 牛の 並肉の 朱く 溢 出た 

処は、 未来派 尖鋭の 動物 を 思わせる。 



二十 二 

「仰せに や 及ぶべき。 そうよ、 誰も 矢 野が ふられた と 

さ つ き 

は 言 やしない。 今朝 II 先刻の あの 形 は 何 だい。 この 

おんな ひっぱ 

人、 帰したくない、 とか 云って 遊女が、 その 帯で 引 張 

るか、 階 子 段の 下 リロで、 遁げ る、 引く、 くるくる 廻つ 

きっかけ ほっぺた ぉッっ 

て、 ぐいと 胸で 抱 合った 機掛 に、 頰辺を 押 着けて、 大 

ゆいわた 力 力 

きな 結 綿の 紫が 垂れ 掛っ ている じ やない か。 その 顔で 

二人で 私 を 見て、 ニヤ ニヤ はどうし たんだ、 こっち は 

一 人 だ ぜ。」 

「そうずけ ずけ とのた まうな、 はは はは 談じ たまうな 



二の 段、 方程式の ほんの 初歩 さ。 人の 見て いる 前の 所 

ま ぷ 

作なん ぞ。 II 望む 処は、 ひけ 過ぎの 情夫の 三角 術、 

三 蒲団の 微分 積分 を 見せた か つ た …… と いうう ちに も、 

何しろ 昨夜 は 出来が 悪い のさ。 本来なら 今朝の 雪で は、 

遊女 も 化粧 を 朝 直しと 来て、 青柳 か 湯豆府 とあろう 処 

を、 大戸を 潜って、 迎も 待たず、 …… それ、 女中が 来 

ると、 祝儀が 危ぃ …… 。 一 目 散に 茶屋まで 仲 之 町 を 

切って 駆け こんだろう。 お 同伴 は、 と 申す と、 外套な 

し。」 

「そいつ は 打殺した の を 知って る 癖に。」 

きざ 

「萌した 悪心の 割前の 軍用金、 分って いるよ、 分って 



いる …… いる だけに、 五つ 紋の 雪び たし は 一層 あわれ 

だ、 しかも 借り もの だと 言った つけ かな。」 

「春着に 辛うじて 算段した、 苦 生の 一張羅 さ。」 

「苦 生 9 …… 」 

「知つ てるじ やない か、 月府 玄蟬、 弁 持 十二。」 

「を 好い。」 

「並んだ 中に いつも 陰気で、 じめじめして 病人の よう 

だからといって、 上 杉 先生が、 おなじく 渾名して —— 

久須 利、 苦 生。」 

「ああ、 そう、 久須 利か。」 

みんな にがせい 

「くせえ というよ うで 悪い から、 皆で、 苦 生、 苦 生 だ 



「さて また さぞ 苦る 事だろう、 ほうしょ は 折目 摺れが 

激しい な あ。 ああ、 おやおや、 五つ 紋の 泡が 浮いて、 

黒の 流れに 苗 1 が 兀げて 出た 処は、 まるで、 藍 瓶の 雪 解 

だせ。」 

「奇 絶、 奇絶。 —— 妙と お言いよ。」 

「妙で ない よ、 また 三 馬 か。」 

「いい 燜だ。 そろそろ、 トルストイ、 ドス トイ フス キ ー 

が 煮えて 来た。」 

「やけ を 言うな というに。 そのから 元気 を 見る に つけ 

て も、 年下の 息子 を 悩ませ、 且つ その 友達 を 苦らせる • 



ニ張羅 だと 聞けば かなし も。) 我ながら 情ない 寂し 

い 声 だな。 II 懺悔 をす るが ね。 茶屋で、 「お 傘 を。」 

と 言ったろう。 —— 「お 傘 を」 —— 家来 どもが 居並ん 

ことば あさが みし も 

だ処 だと、 この 言 は 殿様に 通ず るんだ、 それ、 麻 ist 

くろ はぶたえ はかま さ 

か、 黒 羽二重お 袴で、 すっと 翳す、 姿 は 好い ね。 処を 

くるま 

だよ。 ：：•• 呼べば 軒下まで 俥の 自由につ く処 を、 「お 

俥。」 と なぜい わない。 「お 傘。」 と 来て は、 茶屋め が、 

ふところ にら 

お 互の 懐中 を 見透かした、 俥賃 なし、 と 睨んだり、 と 

思った から、 そこ は 意地 だよ、 見得 も ありか、 土手 ま 

で 雪見 だ、 と 仲 之 町で 袖 を 払った。」 

「私 は、 すぼめた。」 



遊女に、 馴染 をつ けて、 このぬ し 辻 町 様 (おん 箸 入) 

に、 象牙が 入って、 蝶 足の 膳に つかな くつち や。 …… 

もっとも この 箸、 万 客に 通ず る 事 は、 口紅と 同じ だが 

,p ！、 まま ま。」 

「おって 教授に 預 ろうよ。 そんな 事より、 私の いうの 

ゆうべ ひけ まえ かごらん ぷ 

は、 昨夜 それ 引 前 を 茶屋への たり 込んだ 時、 籠 洋燈の 

傍で 手紙 を 書いて いた、 巻紙に 筆 を 持 添えて …… 」 

「写実、 写実。」 

リん うりざねがお すそ 

「目の 凜 とした、 一 の 字 眉の、 瓜実顔の、 裳 を 引いた 

なり 薄い 片膝 立てで 黒 縮緬の 羽織 を 着て いた、 

芸 島 田の。」 



畳へ 手 をつ いた。 

やとい 

この 傭に さえ、 弦 光 法師 は 配慮した。 …… 俥賃に 

は 足りなくても、 安 肉 四 半 斤 …… 二十 匁 以上、 三十 匁 

以内 だけの 料 は ある。 竹の 皮 包 を 土産ら しく 提げて 帰 

さと すきばら 

れば、 廓から 空腹 だ、 と は 思うまい。 —— 内証 だが、 

かて おんじゃく 

ここで 糸 七 は 実は 焼芋 を 主張した。 粮と 温石と 凍餓 

共に 救う、 万全の策だった ので ある、 けれども、 いや 

ルビ— エメラルド 

しく も 文学者た るべき ものの、 紅玉、 緑 宝玉、 宝玉 を 

秘め 置くべき 胸から、 黄色に 焦げた 香，. を 放って、 手 を 

ふところ そばや 

懐中に 暖めた とあって は、 薔麦屋 の、 もり 二 杯の 小婢 

まえだれ 

の、 ぼろ 前垂の 下に 手首 を 突 込む のと 軌を 一 にす る、 



と 云って 斥けた。 良策の 用いられざる や、 古今 敗亡 

の それ こそ、 軌を 一 にす る処 である。 

が、 途中まず 無事に 三 橋まで 引上げた。 池の 端と 

なって 見た がいい、 時 を 得 顔の 梅 柳が、 行ったり 来た 

リ緋 縮緬に、 ゆうぜんに、 白い もの をち らちら と、 人 

てす リ 

を 悩す 朝で ある。 はた それ、 二階の 欄干、 小 窓な どか 

のぞ 

ら、 下界 を視 いて II 野郎め が、 「ああ 降った る 雪 かな、 

みの 

あの 二人の もの、 簑を 着れば 景色になる のに。」 —— 

おんな しじみ おきごたつ 

婦 めが、 「なぜ また 蜆 を 売らないだろう。」 と 置炬躂 

しらお なべ つ つ 

で、 白魚 鍋で も 突かれて みろ、 畜生！ 吹雪に 倒 るれ 

かきわり 

ばと いって、 黒 塀の 描 割の 下が 通れる もの か。 II そ 



こで、 どんどんから 忍 川の 柵 内へ、 池の まわり、 雪の 

原へ 迷 込んだ 次第で あつたが。 …… 

二十 四 

「ありがたい、 この、 汁レル から 湯気が 立つ。」 

と、 味噌 椀の 蓋 を 落して、 かぶりつ いた 糸 七が、 

「何 だ、 中味 は 芋※ 殻 〔# 「くさかんむり \哽 のつ くり」、 

71-1S か、 下手な 飜 訳みたい だね。」 

「そういう なよ、 漂 母の 餐 だよ。 婆やの 里から 来たん 

だよ。」 



麾く 剽軽者 さえ あると 聞く。 仄に 聞く につけても- 

それらの 面々 の 面目に 係る と 悪い。 むかし、 八 里 半、 

僭称して 十三 里、 一名、 書生の 羊羹、 ともい つた、 ポ 

テト …… どうも 脇息 向の 饌 でな い。 

ある 

ついこの 間の 事 —— 一大 書店の 支配人が 見えた。 関 

東 名代の、 強弓の 達者で、 しかも 苦労人 だと 聞いた が 

違いない。 …… 話の 中に、 田舎から 十四で 上京した 時 

は、 鍛冶 町 辺の 金物屋へ 小僧で 子守に 使われた。 泥濘 

で、 小 銅 五 厘 を 拾った 事が ある。 小 銅 五 厘 也、 交番へ 

さば おはん きんつ ば 

届ける と、 このお 捌きが 面白い、 「若、 金 鍔 を 食う が 



可 か ッ。」 勇んで 飛込んだ 菓子屋が、 立派 過ぎた。 「余所 

へ 行きな、 金 鍔 一 つ は 売られない。」 という。 そこで 焼 

芋。 

きっかけ 

と、 活 機に 作者が、 

ニニつ。」 

あ うん 

声と 共に、 啊ー おの 呼吸で、 支配人が 指 を 三本。 …… 

こうなる と 焼芋に も 禅が ある。 

が、 何しろ、 煮豆 だの、 芋※ 〔# 「くさかんむり \哽 の 

つくり」、 72-1S 殻 だのと 相 並んで、 婆やが 持 出した 膳 

もさめ るし、 新聞の 座が さめる。 ものが 清新で ない の 

である。 



不精 髯も 大分の びた。 一 つ 髪で も 洗って 来ようと、 

最近 人に 教えられ、 いくらか 馴染に なった、 有 楽 町 辺 

の大 石造 館 十三 階、 地階の 床屋へ 行く と、 お 帽子お 外 

套 という も 極り の 悪い 代 ものが 釦で 棚へ 入って、 「お 

目 金、」 と 四 度 半が 手近な 手 函へ据 る、 歯科の ほかで は 

知らなかった、 椅子が ぜんまいで ギギィ と 巻 上る …… 

といった 勢，.。 しゃ ぼんの 泡 は、 糸 七が 吉原 返りに 緒 

をし めた 雪の 烏帽子 ほどに 被 さる。 冷い 香水が ざっと 

とこみせ さき そつ 

流れる。 どこか 場末の 床店が、 指の 尖で、 密と クリ— 

ムを 扱いて 掌で 広げて 息で 伸ばして、 ちょん ぼ リと髯 

剃 あとへ 塗る 手際な どと は 格別の 沙汰で、 しかも その 



場末より 高くない。 

お 職人が 念のために、 分け目 を 熟と 瞻 ると、 奴、 い 

や、 少年の 助手が、 肩から 足の 上まで 刷毛 を 掛ける。 

そまつ さま い 

「お 麁末 様。」 「お 世話でした。」 と 好い気 持に なって、 

扉 を 出る と、 大理石の 床 続きの 隣、 パ— ル (真珠) と 

云ぅレストランに青衿董^^の好女子ひとリぁり、 緑 扉 

よ たたず 

に 倚りて it! めリ。 

「番 町さん。」 

「 」 

「泉さん。」 

驚いて 縮めた 近目の 皺 を、 莞爾 …… でもって、 鼻の 



下まで 伸ばさせて、 

「床屋 へお 入ん なつ たの を …… どうもそう らしい と 

思った もんです から、 お帰り 時分 を 待って いたの、 寄つ 

てら つ しゃいよ。」 

「は、 いや、 その。」 

ああ、 そうか、 思い出した。 この liK 珠の 本店が 築地 

の 割烹 懐 石で、 そこに、 月並に、 懇意な ものの 会が あ 

る。 客が 立 込んだ 時 ここから 選抜き で 助けに 来た、 そ 

の 一 人で ある。 

「どこかへ いらっしゃる、 ちょっと 紅茶で も。」 

めんくら あわた だ 

面 喰った 慌 しい 中に も、 忽然と して、 いつ ぞ のむ 



かりと 下足 札。 ああ、 面目 次第 もない。 

騎士が 悟って、 おかしがって、 笑う 事 笑う 事、 上 身 

よろい はらすじ よ 

を ほとんど 旋廻して、 鎧の 腹筋 を 捩る 処へ、 以前の が、 

铫子を 持参。 で、 入れ かわる ように 駆 出した。 

「お 帽子 も 杖 も、 私が 預 つたじゃありません か。 安 

心して めしあがれ。 あの方、 今日は 会計係、 がち やが 

ちゃん、 ごと ン なの。 …… お 酌 をし ます わ。」 

やがて 少々、 とろり となって、 「さて そこへ 立って い 

ちゃ、 ああ 成程 —— 風紀 上、 尤 です …… と、 従って 

杯 は。」 

「さあ。 (あたり を 忍び 目、 力 ー テンば かり。) ちょつ 



二十 六 

お 会計 は あちらで、 がちゃがちゃが ちゃんの 方なん 

です が …… ここで …… 分って います からと、 錯筆を 軽 

く 紙片に 走らせた。 

とうしょう み _5り 

この 会計 だが、 この 分で は、 物価 騰昇 寒さの 砌、 

かたずみ ほぞ 

堅炭 三 俵が 処と 観念の 臍 を 固めた のに、 

「おうう、 こんな 事で。 …… 光栄です。」 

「お 給仕の 分 もつ いてお ります から、 ご 心配な く。」 

「いよいよ 光栄です。」 

と 思わず 口へ 出た。 床屋の 分 を 倍額に、 少し 内へ 引 



込んだ ので ある。 ここにお いて、 番 町さん の、 泉、 は 

じめ て 悠然として、 下足 を 出口へ 運ぶ と、 クロ ー ク 

あずかりしょ 

(預 所) とかで、 青 衿が、 外套 を 受取って、 着せて く 

れて、 帽子、 杖 、 また どうぞ、 というの が、 それ 覚 

きぬぎ ぬ 

えて か、 いつの こと …… 。 後 朝に、 冷い 拳固 を 背中へ 

くらった のと は 質が 違う。 

ああ も 

噫、 噫、 世 も 許し、 人 も 許し、 何よりも 自分 も 許し 

て、 今時 も 河岸 をぞ めいている ので あったら、 ここで 

ぷッ つりと 数珠 を 切る 処だ— …… 思えば、 むかし、 

なかま ほう しばらく よりつ 

夥 間の 飲 友達の、 遊び 呆けて、 多 日 寄附かなかった 本 

郷の 叔母さんの 許 を 訪ねた のがあった。 お 柏で 寝る 夜 



具より 三倍 ふつく らした 坐 蒲団。 濃い お茶が 入って、 

お 前 さ んの 好きな 藤 村の 焼 ぎん とんだよ、 おあがり、 

今では 宗旨が 違う かい。 連 雀 の藪薔 麦が 近いから、 

あの 佳味い ので ー姚 子、 と言われて 涙 を 流した。 親身 

の 情 …… これが 無銭で ある。 さても、 どれほどの 

Is- 男に 生れ 交って、 どれほどの 金子 を 使ったら、 遊ん 

で これ だけ 好 遇る だろう。 —— しかる にもかかわらず、 

迷い は、 その 叔母さんに 俥賃を 強請って 北 廓へ 飛んだ。 

たんでき めいもう うつつ 

耽溺、 痴乱、 迷妄の 余り、 夢と も 現 ともなく、 「おれ 

の 葬礼 はいつ 出る。」 と 云って、 無理心中 かと、 遊女 を 

驚かし、 二階 中 を 騒がせた 男が ある。 



に、 この 床屋へ 来たんだ。 あまり そこらに 焼芋の 匂 

がする から、 気 を かえようと 髪 を 洗いに 来たので ある。 

そうだ、 焼芋の 事 を、 ここにち なんで (真珠) としょ 

う。 

となえ 

もの は 称呼 も 大事で ある。 辻 町 糸 七が、 その 時 もし、 

真珠、 と 云って 策 を 立てたら、 弦 光 も 即諾して、 こま 

切 同然な 竹の 皮 包 は 持たなかった に違いない。 雪に 真 

珠を 食に 充て、 真珠 を もって 手を暖 むと せんか、 

がんぎよ くほうたん しゃし けだ 

含 玉 鳳 炭の 奢侈、 蓋し 開 元 天 宝の 豪華で ある。 

即時、 その 三本に 二 貫た して、 円 タクで 帰った が、 

さて、 思う に 大分 道草 —— (これ も 真珠と しょう) I 



I 真珠 を 食った。 

茅 町の 弦 光の 借屋の 膳の 上に は、 芋 がらの 汁と、 葡 

萄豆 ぼつち リ、 牛鍋に は 糸莧篛 ばかりが、 火 だけ は 盛 

みみず 

だから 炎天の 蚯蚓 のよう だ、 焦げて 残 つてい る、 と 云つ 

た処 で、 真珠 を 食った あとだから、 気が 驕 つて、 そん 

な ものに は、 構って おられん。 

本文 を 取 急ごう。 

その 主意た る や、 要するに 矢 野 弦 光が、 その 日、 今 

朝、 真 もって、 月 村 一雪、 お 京さん の 雪の 姿に 惚れた 

ので ある。 

一升 徳利の 転がった を 枕に して、 投 足の 片膝 組みの 



仰向けで、 酒の 酔 を 陰に 沈めて、 天井 を 睨んで いたの 

が、 むつく り、 がば と 起きる と、 どたりと 凭掛 つた ま 

ま、 窓 下の 机 を ハタと 打った。 崖 下の 雪 解の 音 は 余所 

よりち。 …… 

いま、 障子 外の 雨 落の I 卞が この 響きで 刎ねそう で 

あった。 

「糸 的。」 

「ええ、 驚いた。」 

この 方 は、 袖よ じれに 横 倒れで、 鉄 張りの 煙管 を 持つ 

た 手を投 出した まま、 吸殻 を 忘れたら しい、 畳に 焼 焦 

最も 紳士の 恥ず べき こと —— を 捲え ながら、 う 



とうとし ていた。 

「呼んだ ぐらいで 驚いて くれち や 困る。 よ、 糸 的、 い 

い 名 だな あ、 従兄弟に 聞え て、 親身の よう だ。 そのつ 

もりで 聞いて くれよ。 ああ 私 は 実は 酔わん、 酔えな 

かったん だよ。 生れて 三十 年に して、 いま 目が 覚めた。 

—— ついては だ。」 

二十 七 

「 II 賛成 だ、 至極い いよ。 私たち 風 来と は 違って、 

矢 野に は 学士の 肩書が ある。 II 御 縁談 は、 と 来る と、 



今朝の 雪 は 不意 打 さ。 俥で 帰る と、 追分で 一生の 道が 

南北へ 分れる の を、 ほんとうに 一 呼吸と いう 処で、 不 

思議な 縁で …… どうも 言う 事が 甘ったる いが、 どうも 

どうも、 腹の 底まで 汁粉に 化けた。 

II 氷 月の 雪の 枝 折 戸 を、 片手 ざしの 渋 蛇 目 傘で、 

つ つま あまぐ 

衝 いて 入る ように 棲 を 上げた 雨 衣の 裾の 板 じめ だか、 

鹿 子 絞り だか、 あの 緋色 がよ、 またた だ 美し さじ やな 

い、 清 さ、 と 云ったら。 …… ここ をい うの だ、 茶屋の 

女房の 浅黄 縮緬の ちらちら なぞ は、 突つ くるみ ものの 

寄 切 だよ、 …… 目 も 覚め、 心に 沁みよう じ やない か。 

…… 同時に、 時々 の 出入りとまで しばしばでなくて 



令嬢が、 自分 一 人。 女 は 生れさえ すり や 誰でも 処女 だ、 

純潔 だのに、 一人で 純潔が つて 廓の 売 色 を、 汚れた、 

ただ 

頹れ た、 浅ましい、 とその 上に、 余計な 事 を、 あわれ 

がって、 慈善家が つて、 異ぅ 済まして、 ッンと 気取つ 

た。」 

「おおお お 念入り だ。」 

しゃく 

「そいつが 癩に 障った から。 —— 折から、 焼芋 (訂正) 

真珠 を、 食 過ぎた せいか、 私が 脚気に なって ね。」 

「色気がない な あ。」 

としょり 

「祖母に 小豆 を 煮て 貰って、 三度、 三度。」 

「止せよ、 …… 今、 酒 を 追加す る …… 小豆 は 意気 を 



「見たい な、 糸 七 …… 本名 か。」 

「まさか —— 署名 は —— 江戸 町 河岸の、 紫。 おなじ 雑 

誌の 翌月の 雑録 さ。 令嬢 は随。 …… 野郎 は 雑。 II 編 

輯 部の 取扱いが 違 うんだ。」 

「辛うじて 一 坂 越した よ、 お 互に、 静かに、 静かに。」 

弦 光 は 一 息 ふッ、 日の あたる 窓 下の 机の 埃 を 吹き、 

吹いた 後 を 絹 切で 掃った。 

二十 八 

「それでも、 上 杉 先生の、 詞成堂 I 台 町の 山の 屋敷 



処へ、 私の その 『べっかつ こ』 だ、 行った！ 行った！ 

痛快！ などと 喝采 だから、 内々 得意で いたつ けが I 

あるひ 

I 一日、 久しく 御 不沙汰で、 台 町へ 機嫌 伺いに 出た 処 

が、 三 和 土に、 見馴れた 二足の 下駄が 揃えて ある。 先 

生お 出掛けら しい。 玄関に は 下の 塾から 交代の 当番で、 

弁 持 十二が 居る のさ。 日曜だった し …… すぐの 座敷で、 

先生 は 箪笥の 前で 着換えの 最中、 博 多の 帯 をき りり と 

しま こうとう まるまげ 

緊 つた 処 なんだ。 令夫人 は 藤色の 手柄の 高尚な 円鬍で 

つきひ ざ つら 

袴 を 持って 支 膝と いう 処へ、 敷居 越に この 面が、 ヌッ 

と 出た、 と 思いた まえ。」 

「その 顔 だね。」 



るの を 呼びかけて、 「溝 をせ せって、 格子へ 飛びつ くの 

は、 だ ぼ 沙魚じ やない …… お前 はよ く、 くだらない 事 

を 知っている、 何 だつ けな。」 弁 持が 鹿爪らしく、 「は、 

飛沙 魚です、 は。」 「飛沙 魚 だ、 贅沢 だ。 もぐ リ沙 魚の 

孑孑 だ。 II 先方 は 女 だ、 娘 だよ。 可哀 そうに、 (ロ惜 

いか、) と 俺が 聞いたら、 (恥 かしい、) と 云って、 ほろ 

りと したんだ、 袖で 顔 を 隠した よ。 孑孑め、 女 だって 

なかま さば 

友 だち だ、 頼み ある 夥間じ やない か。 黒髪 を 腰へ 捌い 

た、 緋緘の 若い 女が、 敵の 城へ 一番 乗で 塀 際へ 着いた 

処を、 孑孑が 這 上って、 乳の 下を櫟 つて、 同じ 溝の 中 

へ 引 込 むんだ。」 と …… 」 



「分った、 もう li- い、 もう 可い。」 

と 弦 光 は 膝 も 浮きそう に、 火鉢の 向う で、 肩 を わな 

なかせて、 手 を 振った。 

じょうだん 

「雪の ごとき、 玉の ごとき、 乳の 下 を …… 串戯 にしろ、 

たとえ 

話に しろ、 ものの 譬喩に しろ、 聞い ちゃ おられん。 私 

に は、 今^、 今朝よりの 私に は はは はは は。」 

寂しい 笑いで、 

「話 はお かしい が、 大 心配な 事が 出来た。 糸 的の 先生、 

上 杉さん は、 その 様子 じ や 大分 一 雪 女史が 貝顺属 らしい。 

きりょう あ ま そば 

あの 容色で、 しんな りと 肩で 嬌態え て、 机の 傍よ。 先 

おだやか 

生が 二階の 時 なぞ は、 令夫人 やや 穏 ならず というん 



譲りと …… そうか、 言わず とも 白 氏 文集。 さも ありな 

ん、 これ ぞ 淑女の たしな む処 よ。」 

「違う 違う、 萍史 だそう だ。」 

きんべ いばい 

「まさか、 金 瓶 梅 …… 」 

こ-つろ うむ 

「紅楼 夢 かも 知れない よ。」 

「何 だ、 紅楼夢 だ。 清 代 第一 の艷 書、 翁が 得意 だと 聞 

いて はいるが、 待った、 待った。」 

と 上目 づ かいに、 酒の 呼吸 を、 ふっと 吐いて、 

いっせつ にこうろ うむ をと く 

「学 海 説 一 雪 紅楼夢 —— 待 つた、 待った、 第一 の艷書 

を、 あの 娘に 説かれて は穏 かで ない。」 

「教 ゆ。 接く。」 



「 …… 教ゅ。 授く。 気になる、 気になる。」 

「施す。」 

「 …… 施す、 妙 だ。 いや、 待った。 待った。」 

てのひら 

と 掌 で 押えて 留める とともに、 今度 は、 ぐっと 深 

つむ 

く 目 を 瞑つ て、 

いけね ひげ えりあし 

「学 海 施 一雪 紅楼夢 II や 不可え。 あの 髯が 白い 頸 脚 

へ 触る よう だ。 女 教員 渚の 方 は 閑話休題 として、 前 刻 

入って 行った 氷 月の 小 座敷に 天狗の 面で も掛 つてい や 

しない か、 悪く 捻って 払 子 なぞが。 大変 だ、 胸が どき 

どきして 来た ぞ。」 

弦 光 は わざとら しく 胸 を わななかせ たと 思う と、 そ 



としてい るんだ。 聞けば 聞 得で、 なお 有難い。 その 様 

なぎなた 

子 じ や II 調った として 婚礼の 時 は、 薙刀の 先払い、 

にしき 

新 夫人 は 錦の 帯に 守 刀と いうんだ ね。 夢に でも 見た 

いよ、 そんなの を。 …… 

…… というう ちに も、 糸 的、 糸 的 は ひとりで 目の 覚 

めた 顔 をして 澄まして いるが、 内で 話した、 外で 逢つ 

たという 気 振 も 見せない 癖に、 よく、 そんな、 …… お 

京さん いい 名 だな あ、 その 娘の 駿河 台の 研学の 科目な 

ぞを 知ってい るね。 あいつ、 高慢 だ ことの、 ッン とし 

ている のと、 口で けなして 何と かじゃない のかい。 剌 

違えるなら ここで 頼む。 お 互に 怪我 はしても、 生命に 



たち どころ 

別条の ない 決闘なら、 立処 にしようと 云 うんだ。 俺 

すわ 

はもう 目が 据っ ている、 真剣 だよ。」 

「対 手に ならない が、 次第 は 話そう。 II それ、 弁 持 

の 甘き、 月府の 酸き さ、 誰某と …… 久須利 苦 生の 苦き 

に 至る まで、 目下、 素人 堅気 輩に は 用な しだ。 誰が 

くろうと 

売女に 好かれる か、 それ は 知らない けれども だよ。 I 

I 塾の 中に 一 人、 自ら、 新派の 伊井 蓉 峰に 「似て るで 

す。」 と 云って、 頤を 撫でる 色白な 鼻の 突出た 男が いる。 

映 山 先生が 洩れ 聞いて ね、 渾名して、 曰く —— 

荷 高 似 内 —— 何だか 勘 平と 伴 内を捏 合わせた よう だけ 

れど、 おもしろかろう。 ところが これ だけが 素人ば リ 



だん ま わたくし 

黙りで は 相 済まない と 思って、 「先生、 私 も、 京 

ひま 

子と ともに 無 点 本の 水滸伝。」 上 杉 先生が、 「その 隙に、 

すいとん か、 おでん を 売れ。」 「ははつ。」 とこ そ は 荷 高 

似 内、 口 をへの 字に 頤の 下まで 結んで 鼻 を 一す すり、 

無念 の 思 入で 畳 をす) J すごと 退る 処は、 旧派の 花道の 

引 込み さ。」 

「三枚目 だな、 我がお 京さん を 誰 だと 思うよ、 取る に 

足らず。 すると、 まず、 どこに も 敵の 心配 はなしか。」 

「 …… ところが ある、 あるんだ！ 一 人 ある。」 

にぎりこぶし 

弦 光 は 猫板に 握 拳 を、 むず と 出して、 

す わ たんづつ 

「驚 破、 驚 破、 その 短銃と いう 煙草 入 を 意気込んで 持 



「当代 無類の 気障 だ。」 

声 を 逸って、 言う とともに、 火鉢 越に 二人が 思わず 

握手した。 

やきいも みッっ 

( …… ふと 思う と、 前段に 述べた、 作者が、 真珠 三枚 

で、 書店の 支配人と、 ばらり の 調子で 声と 指 を 合わせ 

たと、 趣 を 斉し ゆうする。) 

「絵 だけ 描いて いれば、 当人 も 世間 も 助かる もの を、 

ふと ひも もん どんす はかま ひきず ひと 

紫の 太緖を 胸高々 と、 紋 緞子の 袴 を引摺 つて、 他が 油 

断 をしょう ものなら、 白 襟 を 重ねて 出 やが る。 歯茎が 

真黒 だとい うが。」 

この 弦 光の 言、 —— 聞くべし、 特説 也。 



かくし かね ざま 

「乱杭、 歯く そ 隠の 鉄漿 をつ けて、 どうだい、 その 状 

で、 全国の 女子の 服装 を 改良し ようの、 音楽 を 古代に 

回す の、 美術 を どうのと、 鼻の 尖で 議論 をして、 舌で 

世間 を 嘗め やが る。 爪 垢で 楽譜 を 汚して、 万 葉、 古今 

を、 あの 臭い 息で 笛で 吹 くんだ。 生命 知らず が、 誰に 

も 解り こない から、 歌 を 一つ一つ、 異変、 畜類な 声 を 

張リ、 高らかに 唱 つて、 続く は 横笛、 ひやら ひゆで、 

緞子 袴の 膝を敲 くと、 一座 を拘 し、 ほほ ほ、 と 笑って、 

お ほん、 と 反 るんだ。 堪らない と 言つ ちゃない。 あい 

つ、 麟を 改めて 鱗と すれば いい、 青大将め。 —— 聞け 

ば そいつが (次第 前後す、 段々 解る) その 三 崎 町のお 



「図 かい。」 

「図 だよ。」 

「見料 は 高かろう。」 

「高い、 何、 見料 どころ か、 この 図を視 ながら、 ちょ 

ひげ さかん こつ いきおい 

ん ぼり 髯の 亭主が、 「えへ へ、 ご 壮な事 だい。」 勢 の 

趣く ところ、 とうとう 袴 を 穿いて、 辻の 角の (安 旅籠) 

へ、 両 画伯 を 招待 さ …… 「見苦し ゆう は ごわす が、 料 

理店は 余り 露骨 …… 」 料理屋の 余り 露骨 は 可 訝しい が 

ね、 腰掛 同然の 店 だから さ、 そこから、 むすび 針魚の 

椀、 赤貝の 酢な どと いう 代表的な やつ を 並べる と、 お 

時が 店 をし めて、 台所から、 これが、 どうだい 葛籠に 



秘め 置いた 小紋の 小袖に、 糯 珍の 帯と いう 扮 装で 画伯 

ご所 望の 前垂 を はずして お 取 持 さ。 色紙、 短冊、 扇 面、 

紙 本、 立 どころ に、 雨と なり、 雲と なり …… いや 少し 

慎もう …… 竹と なり、 蘭と なる。 …… 情 流 既に 枯渴し 

きんよく や や 

て、 今 はた だ 金 慾、 野 を 燎く髯 だからね。 向う の 写真 

館の、 それ 「三大 画伯お 写真。」 へ は、 三 崎 座の 看板 前、 

大道の 皿 廻し ほどに は 人だかり がす るんだ から、 考え 

たんだよ。 

( —— これ 皆、 中洲 を 伺い、 三 崎 町を視 く、 荷 高 似 内 

の 見聞し て 報ずる と ころさ。) 

ところで、 青麟 青麟と 中洲の 関係 は、 はじめ、 



ただ、 貸本屋から 本 を 借りる に は、 帳面へ、 所番地 を 

きま リ 

控える 常規 だ。 きっと、 馴染 か、 その 時が 初め か は 分 

みせさき すまい 

らな いが、 店頭で 見た お嬢さんの 住居 も 名 も、 すぐ 分 

るだろう、 というので、 誰に 見せる 気 だか 薄化粧 つて。」 

おしろい 

「白粉 を 9 1 追る だろう！」 

「すぼめ 口に 紅 をつ けて 「ほほ ほ 景気 はどう かね。」 と 

お 伽 堂へ 一 人で 青麟が 顕われた そうだ。 この 方 は、 女 

房の 手に も 足に も 触りつ こなし、 傍へ 寄ろうと もしな 

い 澄まし 方、 納まり 方 だそう だが、 見て いると、 むかつ 

とする、 離れて いても 胸が 悪い、 口 をき かれる と、 

むしず 

虫 唾が 走る、 ほほ ほ、 と 笑われる と、 ぐ、 ぐ、 と 我 知 



こみあ 

らず、 お 時が 胸へ 嘔 上げて、 あとで 黄色い 水 を 吐く… 

;」 

「聞い ちゃ おられん、 そ、 そいつが 我がお 京さん を。」 

「痛い、 痛い。」 

「あ、 何度め だい、 また 握手した。 糸 的 もよ く 一息に 

しゃべ 

饒舌った な あ。」 

三十 一 

「まず 握手 を 解こう。 両方が こう 意気込ん では、 青麟 

輩に —— 断って 置く が、 意地に も 我慢に も、 所得 は 違 



「 …… だ そうじゃ f 可い よ、 冷淡 だよ、 友達 効の ない。」 

「頼まれた の は、 今日 はじめて じ やない か。」 

「それにしても 冷淡 過ぎる よ。 —— したたかに 中洲へ 

魔手が 伸びて いるのに。」 

「私 は 中洲が 煮て 喰われよ うが、 焼いて …… 不可い、 

人道の 問題 だ。 ただし、 呼 出されよ うが、 出されまい 

が、 喰わそう が 喰わす まいが、 一雪の 勝手 だから、 そ 

んな事 は 構つ ちゃ いられん。 …… 不首尾 重って 途絶え 

すさき おんな 

ている けれど、 中洲よ リ洲 崎の 遊女が 大切なん だ。 し 

かし、 心配 は 要るまい と 思う。 荷 高の 偵察に よれば I 

I 不思議な 日、 不思議な 場合、 得 も 知れない 悪臭い 汚 



て。」 

「そいつ は、 そいつ は 不可い …… 」 

「なぜ だよ、 どうもお 伽 堂と いうの は、 糸 的の 知合 か 

ら はじまった 事ら しいのに、 妙に 自分 を 除外して、 荷 

高ば かリを 廻して いるし、 第一、 中洲が だね、 二三 度、 

その 店へ 行きながら、 糸 的のう わさ なぞ を しないら し 

いのは、 おかしい じ やない か。」 

「ちっとも しない、 何にも 言わない。 また こっち も、 

うわさなん かして 貰いた くないん だよ。」 

しさい いかに 

—— (様子 を 見る と、 仔細 は 什麼、 京 子が 『たそがれ』 

を 借りた 事な ど、 女房 は、 それに 一 言 も 及ばぬ らしい。) 



r —— 何ね、 義理と 附 合で、 弁 持と 二人で 出掛けな く 

ちゃなら ない 葬式が あった、 青山の 奥の 裏 寺 さ。 不断 

は 不断、 お 儀式の 時の、 先生の いいつけが 厳しい。 … 

…というの は 羽織袴です —— 弁 持 も 私 も、 銀行 は 同一 

取引の 資産家 だから、 出掛けに、 捨 利で 一 着に 及んだ 

礼服 を、 返りが けに 質屋の 店 さきで、 腰 を 掛けながら 

引剝 ぐと、 江戸川 ベリの 冬空に —— いいかね —— 青山 

から、 歩行で 一 度 中の 橋 手前の 銀行へ 寄つ たんだ。 I 

I 着 流と 来て、 抉へ 入れた、 例の 菓子 さ、 紫蘇 入の 



こだ。」 というと、 言合わせ たように、 両方から 詰 寄る 

て つぼう ばリ 

のと、 両提 から 鉄砲 張 を、 両人、 ともに 引抜く のと ほ 

とん ど 同時 さ、 「身体から 借りた いんだ。」 「あれえ、」 

といった ぜ。 いやみな 色気 だ、 袖屛 風で 倒れ やが る、 

け だ もんく 

片膝 はみ出させた、 蹴出しで ね。 「騒ぐな。」 と 言 句 は 

凄い ぜ、 が、 二人とも 左右に 遁げ てね、 さて、 身体 か 

ら 珊瑚の 五分 珠 という 奴 を 借りたん だが ね。 …… こ 

の 方の 催促 は、 また それ 亭主が 妬く というい やな もの 

が搦ん でさ、 髻を 握んで、 引きずって、 火箸で 打 たれ 

ました、 などと 手紙 を 寄越す、 田舎芝居の 責 場が ある 

ゝ ？ _ 

力ら 」 



うう む。」 

うむと 唸って、 徳利 を 枕に ごろん となると、 ヒ つた 

むつく ぼんのくぼ 

徳利が 勃然と 起き、 弦 光の 頸 窪 はこ ろん と、 にって、 畳 

の 縁で 頭 を 抱える。 

「討死した な。 …… 何も 功徳 だ、 すぐに も 先生の 許へ 

駆附 けよう。 —— 湯に 行きたい な。」 

「勿論よ。 清めて くれ。 —— 婆や、 湯に 行く 支度 だ。 

婆や 婆や。 」 

「ふええ。」 

「あれ だ、 聞いた か II 池の 端 茅 町の 声で ない よ、 麻 

まみ あな おん 

布 狸 穴の 音 だ。 ああ、 返事と 一 所に、 鶯を 聞きたい な 



「こいつ、 こいつ。 II しかし、 さすがに 上 杉 先生の 

お仕込み だ、 もてた と 言わない。 何 だ、 見ろ。 耳朶に 

女の 髪の毛が 巻きつ いている じ やない か。」 

「頭巾 を 借りて 被った から、 矢 野の だよ。 ああ、 何 だ 

か、 急に、 むずむず する。」 

「長いな あ、 長い、 細い、 真 漆。 ：：： ロ惜 いが、 俺の 

はこん な 美人 じ やない。 待て ここ は 二 瀬よ。 藍染 川へ、 

忍 川へ …… 流す は 惜しい、 桜の 枝へ …… 」 —— 

桜の 枝が、 たよた よして、 しずれ 落ちに 雪が さらさ 

らと 落ちて、 巻き かけた 一 筋の その 黒髪の 丈 を 包んだ。 

上野の 山の 松 杉の 遠く 真白な 中から、 柳が 青く 綾に 



みどう 

流れて、 御堂の 棟 は 日の 光 紫に、 あの 氷 月の 背戸 あた 

かげろ くれない 

リ、 雪の 陽炎う 幻の 薄絹 かけて、 紅 の 花が、 二つ、 

三つ。 

三十 三 

わき 

辻 町 糸 七 は、 ぼかんと していた 仕 入 もの、 小 机の 傍 

ろばた はだし 

の、 火 もない 炉辺から、 縁 を 飛んで —— 跣 足で 逃げた。 

逃げ た 庭 —— 庭な ど と は Mi の 言 分。 放題の 荒 地で、 

雑草 は、 やがて 人 だけに 生 茂った、 上へ 伸び、 下 を 這つ 

ごみ あな かぼちゃ 

て、 芥穴を 自然に 躍った、 怪しき 精の ごとき 南瓜の 種 



が、 いつしか 一 面に 生え 拡がり、 縦横無尽に 蔓 リ 乱れ 

て、 十三夜が 近いと いうのに、 今が 黄色な 花 ざ かリ。 

花盛りで 一 つも 実の ない、 ない 実の、 そのあって li- い 

実の 数 ほど、 大きな 蝦蟇が のそのそと 這い ありく。 

おのず 

歌 俳諧 や 絵に つかう 花 野 茅 原と は 品 変って、 自か 

ら野 武士の 殺気が 籠る ので あるから、 蝶々 も 近づかな 

あかとんぼ なが 

い。 赤 蜻蛇も ツイと それて、 尾花の 上から 視め ている。 

すすき いきおい 

…… その 薄 さえ、 垣根の 隅に 忍ぶ ばかり、 南瓜の 勢 

は 逞しく、 葉の 一枚 も、 烏 を 組んで 伏せそう である。 

—— 遠くに 居る 家主が、 かって 適切なる 提案 をした。 

曰く、 これで は 地味が 荒れ果てる、 無代で 広い 背戸 を 



小さく 囲った、 まばら 垣 は、 早く 朽 崩れた から 杭 もな 

いのに、 縁側の 片隅に、 がたがた だけれ ども、 南瓜の 

蔓が 開け閉て する、 その 木戸が 一 っ附 いていて、 前 長 

屋 総体と 区切が あるから、 およそ 一 百 坪に 余る のが、 

おのずから、 糸 七の 背戸の ようになつ ている。 

( —— そこへ 遁 げた —— ) 

糸 七 は、 南瓜の 葉 を 被らん ばかり、 驚 破と いえば 躍 

すすき 

越えて 遁げ るつ もりの 植木屋の 竹垣に ついて、 薄の 

がま しゃ が 

根に かくれて、 蝦蟇の ように 跼 んで、 遁 げた 抜け がら 

うか か 

の 巣 を —— 窺えば —— 

こち 

—— 籠る の は、 故郷から 出て 来て 寄食して いる、 糸 



い、 鼠穴の ある 古 葛籠 を、 仏壇の ない 押入の 上段に 据 

えて、 上へ、 お 仏像と 先祖 代々 の 位牌 を 飾って、 今朝 

もんろう そく しめ 

も 手 向けた 一 銭蠟爆 も、 三分 一が 処で、 儉 約で 消した、 

糸 心の あと、 ちょん ぼり と 黒い の を 背に、 日 だけ はよ 

く 当る、 そこで、 破 足袋の 継ぎ もの をして ござった。 

さて、 その、 ひょいと 持って 軽く 置く と、 古 葛籠の 

上へ も据 りそうな、 小さな 白髪の 祖母さん の 起 &の様 

子 もな しに、 悉 しく 言えば 誰が 取次いだ という 形 もな 

しに、 土間から 格子戸まで 見通しの 框 の 板 敷、 取附き 

の 縦 四 畳、 框を 仕切った 二 枚の 障子が、 すっと 開いて、 

開いた、 と 思う と、 すぐと 閉 つた。 穴 だらけの 障子紙 



三十 四 

あばら や 

—— この 破屋へ、 つい ぞ ない、 何し に 来たろう —— 

来 やが つたろう、 と 言いた くらいだ。 そりの 合わな 

い …… というの も 行き過ぎ か、 合う にも 合わない にも 

としごろ 

妙齢の 女なん ぞ影も 見せた ことのない 処へ 何し に 来た 

ろう。 I ああ、 そうか。 矢 野 (弦 光) の、 通俗、 首つ 

たけな 惚れ かた を、 台 町の 先生に 直ぐ 取次いだ ところ、 

「好かろう。」 と 笑いな がらの 声が 掛 つた。 先生の 一 言 

だ、 「好かろう。」 は 引受けた と 同然 だから、 いずれ 嬉 

しい 返事 を、 と 弦 光 も 待つ うちに、 さあ …… 梅雨 ごろ 



だった か、 降って いた。 持 崩した 身 は、 雨に たたかれ 

わら ひっかか 

た 藁の ようになって、 どこかの 溝へ 引掛 り、 くさり 抜 

いまわり 

いた、 しょび たれで、 昼間 は 見っともなくて 長屋 居 廻 

おそ 

へ 顔 も 出せない。 日が 暮れて 晩く 帰る と、 牛 込の 料理 

くるまや か 

屋 から、 俥 夫が 持って 艇 けつけ たという、 先生の 手紙 

があって、 「弦 光 座に あり、 待つ」 とおつ しゃる。 ：：： 

飛びたい にも、 艇 けたいに も、 俥賃 なぞ あるん じ やな 

やれが さ し りっぱし ょリ 

い、 天 保 銭の 翼 も 持たぬ。 破 傘の 尻 端折、 下駄 をつ ま 

すはだし みょうが だに まっくろ きりし たんざ か 

んだ素 跣 足が、 I 名 荷 谷 を 真黒に、 切支丹 坂 下から 第 六 

天 を まっしぐら。 中の 橋へ 出て、 牛 込へ 潜 込んだ、 が、 

ああ、 後れた。 料理屋の 玄関へ 俥が 並んで、 轔々 と、 



それ は 居間 だ。 四畳半、 机が ある。 仕事場で ある。 

すず リ ほこ リ こたつ 

が、 硯も机 も 埃 だらけ、 炉とは 名のみ の、 炬燧の 藻 

抜け、 吸殻ば かりで、 火の気 もない。 

右手の 一方 は 甥の 若い のが 遣り 放し、 散らかし 放題 

だが、 まだ その 方へ 入って くれれば よかった もの をと、 

さながら 遁 出した あとの 城 を、 乗 取られた ような あり 

はだし す あわせ 

さまで。 —— とにかく、 来客 —— 跣 足の まま、 素 袷の 

しおしお はびこ 

くたびれた 裾 を悄々 として、 縁側へ 下まで 蔓る 

ひきぬぐ 

南瓜の 蔓で、 引 拭うても 済もう けれど、 淑女の 客に、 

そうはな るまい。 台所へ 廻ろう か、 足 を 拭いて と、 そ 

ひと い き けはい えんば な 

こに 居る 娘の、 呼吸の 気勢 を、 伺い 伺い、 縁 端へ。 I 



I がらり、 がちゃがちゃ がちゃん。 吃驚した。 

耳元 近い 裏木戸が 開く のと、 バケツ を打ッ つけたの 

いっとき 

が 一 時で、 

「や ー い、 けいせい 買の ふられ 男の、 意気地なしの 弱 

虫 や、 花嫁さん が 来たって 遁 げたや、 ちゃ ッ、 ちゃ ッ、 

ちゃ ッ。」 

…… と、 みそさざい のように 笑った の は、 お 滝と いつ 

て、 十一 二、 前髪 を 振 下げた、 舞み だれの 蝶々 鬍。 色 

も 白く、 子 柄 もい いが、 氏より 育ちで 長屋 中のお 茶ッ 

びい。 

「足 をお 洗いよ、 さあ、 ぼんやり しないで、 よ、 光邦 



けいせい 買の、 ふられ 男の 弱虫 は、 障子が 開く と、 

冷汗 をした。 あまつさえ、 光邦 様。 …… 

おまつり 

五目の 師匠 も 近所な リ、 近い 頃 氷 川 様の 祭礼に、 踊 

屋台の、 まさか どに、 附 きつき りで 居てから 以来、 自 

たき やしゃ 

から 任じて、 滝 夜叉 だから 扱いに くい。 

「チチ ー ン、 シャン、 チ チチ、 チチ チン。 (鼓の 口真似) 

ボン、 ボン、 大 宅の 太 郎は目 を さまし …… ぼんやりし 

ないで さ。」 

「馬鹿、 雑巾が ないじ やない か。」 

「まあ、 この 私と した 事が、 ほんに そうで ござんした、 



葉 を さえ 知っています か、 本で は 読み 話で は 聞いて、 

それ は 知ってい らっしゃる かも 知れません が、 何 をい 

うんです。」 

おととし さ. おと どし 

—— 一昨年 か、 一昨々 年、 この 人の 筆に、 かく もの 

がま つら 

優しい、 たお やかな 娘に、 蝦蟇の 面の 「べっかつ こ。」、 

それ も 一 つ の 折檻 か、 知らず、 悪たれ 小僧の 礫 をぶ つ 

けた —— i、5 戯を。 

しょうぜん 

糸 七 はすく むよりも、 恐れる よりも、 ただ、 悄然と 

する のであった。 



す。」 

「おうかがい はしたん です けれど、 しんとして、 誰 方 

のお 声 も 聞え ません。」 

「すぐ 開き 扉 一 つの 内に、 祖母が 居ます が、 耳が遠い。」 

「あれ、 お 祖母 様に も 失礼な、 どうしたら li- いでし よ 

う。 …… それに、 御 近所の 方、 おかみさん たちが 多勢、 

井戸端に も、 格子 外に も、 勝手口に も、 そうして あの、 

花嫁、 花嫁。 …… 」 

「今 も 居ます。 現に 居ます、 ごめんなさい。 談 じます。 

談判し ます、 打 なぐります、 花嫁 だなん て 失礼な。」 

「あれ、 あなた、 そんな 気ではありません。 極り が 悪 



たんづつ ふたつ さげ 

の 柱に かけた、 真田が 短銃の 両提。 

きせる まきたばこ 

鉄の 煙管 はいつ も 座右に、 いま も 持って、 巻 莨の 

あきかん ひね の すき 

空 缶の 粉 煙草 を 捻りながら、 余りの 事に、 まだ 喫む 隙 

を 見出さなかった、 その 煙管 を 片手に 急いで 立って、 

ひじかけ まど 

机の 前の 肱掛 窓の 障子 を 開ける と、 植木屋の 竹垣 つづ 

きで、 細い 処を、 萚 くぐりに 人 は 通う。 

「 I 夜叉 的、 夜叉 的。」 

声の 下に、 鼻の 上まで 窓の 外へ、 ニッ 目が 出た。 

「光邦 様、 何。」 

ひやり と、 また 汗に なりながら、 

「媽々 連 を 追 払って くれ、 消して くれよ、 妖術、 魔術 



- つな 

ち、 首 だれが ちに 差 向った より 炉の 灰に うつくしい 面 

うす たてじま 

影が 立って、 その 淡い 桔梗の 無地の 半襟、 お 納戸 縦縞 

あわせ くろし ゆ ちん あい ぐんじょう びやく ぐん 

の 袷の 薄色な のに、 黒襦 珍に 朱、 藍、 群青、 白 群で、 

こうりん もみじ 

光琳 模様に 錦 葉 を 織った。 中に も 真紅に 燃 ゆる 葉 は、 

あざやか 

火よりも 鮮明に、 ちらちらと、 揺れつつ 灰に 描かる る。 

それ を 汚す よう だから、 雁首で 吹 溜めの 吸殻 を 隅の 

わき あけ ちりめん 

方へ 搔 こうと すると、 頑固な 鉄が、 脇 明の 板 じめ 縮緬、 

ひ なが じゅばん びっくり ひっこ 

緋の 長襦祥 に危く 触ろうと する から、 吃驚して 引 込め 

る 時、 引っかけて 灰が 立った。 その 立つ 灰に も、 

留南 木の香が 芬と 薫る。 

う-つどり さき 

覚えず、 恍惚す る、 鼻の 尖へ、 炎が 立って、 自分で 



窓から 頭 を 出して、 「花嫁が 来た。」 と 言つ たんです。 

II 来たらば 知らして おくれよ、 と 不断、 お茶つ びい 

ものみ 

を 斥候 同然だった ものです から、 聞く か 聞かない に、 

何とも、 不状を 演じました。 …… いま、 その わけ を 話 

しま， 力 

きら い 

…… 煙草 は …… それ はありが たい、 お 嫌 でも、 お 友 

だち がいに、 すば すば。」 

きお 

と 妙に 砕けて、 変に 勢って、 しょげて、 笑って、 す 
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三十 八 



「 …… また 何も、 ここへ 友達 を 引 張り出して、 それに 

かず ひきょう 

託ける の は 卑怯です が、 二月ば かり 前でした。 あなた 

なぞの 前で は、 お 話 も いかがわしい 悪場 所の、 それ も 

ひつ 力 か 

獣の 巣の ような 処 へ引掛 つたんで す。 泥々 に 酔って 二 

階へ 押 上って、 つい 蹌踉 けなり に 梯子段の 欄干へ つか 

まると、 ぐらぐら します。 屋台 根 こそぎ 波 を 打って、 

まつ さか - つち 

下 土間へ 真逆に 落ちようと しました …… と 云った 楼で。 

こ ま 

…… 障子の 小 間 は 残らず 穴ば かり。 —— その 一つ一つ 

なめくじ 

から 化 ものが 視 いて、 蛞蝓の 舌 を 出しそう な 様子です 

が、 ふるえる ほど 寒く はありません から、 まず 可い と 



のです。 

—— 「あさまし きもの」 が 引受けて くれました、 暑 

いのに、 破屛 風に すくんで、 かびた 蒲団に 縮まった あ 

りさ ま は、 人間に、 そのまま 草が 生えそう です。 

むめん ぼく けら 

無 面目で 廊下へ 顔 も 出せません。 ぉ螻の 兄さん、 ちと、 

ご 運動と か 云って、 「あさまし きもの」 に 廊下へ 連 出さ 

れ ると、 トト トン、 トト トンと 太鼓の 音。 それ を、 

てすり のぞ おけ 

欄干から 視 きます とね、 漬物 桶、 炭俵と 並んで、 小さ 

うま 

な 堂が あって、 子供が 四 五 人 II 午の 日でした。 お 稲 

荷講、 万年 講、 お 稲荷さん のお 初穂。 「お 初穂よ、」 と 

いって、 女が お 捻 を 下へ 投げる と、 揃って 上 を 向いた。 



青 いんだの、 黄色 いんだの、 子供の 狐の面 を 五つ 見た 

てす リ ごし ひさし しごき まっか 

時 は、 欄干 越に 廂 へ 下った 女の 扱 帯が、 真 赤な 尻尾に 

見えたん です。 

て くるま こしら 

その 女が、 これ も 化けた 一つの 欺で、 俥まで 捲え 

て、 無事に 帰して くれたん です。 が、 こちらが 身 震 を 

する につけて、 立替の 催促が 烈しく 来ます。 金子 は 

かわせ 

為替で 無理算段で 返し ましたが、 はじめての 客に 帰り 

たて ひ ま ぶ 

の 俥まで 達 引いた 以上、 情夫 II 情夫 (苦い 顔して) 

が 一 度き り，. 鼬 の 道で は、 帳場 はじめ、 朋輩へ 顔が 立た 

ぬ、 今日 来い、 明日 来い、 それ こそ 日ぶ み、 矢ぶ みで。 

—— もうこの 頃で は、 押 掛ける、 引摺 りに 行く、 連れ 
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と 留めて、 

、 分りません よ。」 

なります。」 

綺麗な お客様で、 ばばが 目に も 

樹に花 じ や。 ほんに この 孫の 母親、 わしに は 嫁 ご 



四十 

「 J 

「私 …… しばらく お別れに 来たんで す。」 

「 …… 旅行 —— 遠方へ。」 

「いいえ。」 

糸 七 は 釈然として、 胸で 解けた。 

「ああ、 極り ました か、 矢 野と お 約束。」 

眉が 一 文字に、 屹と視 て、 

「あの方、 お断りして しまいました、 他所へ 嫁に 参り 



ます。」 

「他所へ。 …… おきき 申す の も 変です が。」 

お 京 は 引 結んだ 口元 を やっと 解いた ように 見えて、 

「野 土 青麟の 許へ です。」 

糸 七 は 聞く より 思わず 戦いた。 あの 青大将が、 横 

い き 

笛 を、 臭 を 浴びても 頰が 腐る、 黒い 舌に —— この 帯 を 

背負 楊 を、 襟 を、 島 田 を、 緋の 張襦祥 を、 肌 を。 

な - J - つど 

「あなたが、 あなたが、 私 を —— 矢 野さん にお 媒妁な 

すった 事 を 聞きました 口惜し さに —— 女 は、 何 をす る 

か 私に も 分りません II あなたが 世の中で 一 番 お嫌い 

だとい う 青 鱗に、 結納 を 済ませたん です。」 



「 」 

「辻 町さん、 よく 存じて おります、 知ってい たんです _ 

お嫌いなさい ますの も、 お 憎しみ も 分って います。 い 

ます けれど、 思う 方、 慕う 方が、 その 女 を 余所へ 媒妁 

なさる と 聞いた 時の、 その 女の 心 は、 気が 違うよ リほ 

かありません。」 

あお じ つ 

と 蒼い 顔で、 また 熟と 視て、 はっと 泣きつつ、 背け 

た 背 を、 そのまま、 土間へ 早ゃ片 棲。 その 棲 を 圧え て 

も、 帯 を ひしと 握んでも、 搦 まる 緋が炎 でも、 その 中 

の 雪の 手首 を衝と 取っても、 世 にげに 一 度 は 許されよ 

う、 引戻そうと、 我 を 忘れて 衝と 進んだ。 



r 危ぇ、 危ぇ、 ええ 危 えとい うに、 やい、 小 阿 魔女め。」 

「何 を 小癩な …… チン ッン」 

と、 目 を ぱっちり、 ちょっと、 一見 得。 

くろがも しゃふ うしろ わめ 

黒鴨の 俥 夫が、 後から、 横から、 飛 廻って、 喚く を 

構わず、 

「チン ッン、 さすがの 勇者 も たじたじ たじ、 チ チレ、 

トツ ツル、 ツンツ、 ツンツ、 こずえ 木の葉の さらさら 

さら、 チャン、 チャン、 チャンチヤン ラン、 チャン ラ 

ン、 魔風と ともに 光邦が、 襟が みっかんで …… お ほほ、 

はは は、 ちゃつ ちゃつ、 ちゃつ。」 

お 京の 姿 を、 框に視 くと、 帰る、 と 見た、 おしや ま 



めて 思 出す ともなく、 無意識 か、 はた、 意識して か、 

知らず、 しかく あらしめ たもので ある。 

青麟に 嫁く 一言 や、 直ちに 霹靂であった。 あたかも 

この 時の 糸 七に、 屋の内 八方、 耳 も 目 も、 さながら 大 

雷 大風であった。 

四十 一 

と、 突立った まま、 苦い 顔、 渋い 顔、 切ない 顔、 甘 

い 顔、 酔って 呆けた 青い 顔 をして いた。 が、 頰 へたら 

たらと 垂れ かかった 酒の I 卞を、 横 舐めに、 舌 打して、 



…… 青大将の 黒い 歯が、 黒い 唾が、 黒い 舌が。 II 

こぶし きちがい 

糸 七 は 拳 を 固めて 宙を 打った II 「この 狂人」 —— 

「悪魔が 憑いた か、 狂わす か、 しまつたり」 …… と 叫び 

つつ、 蝦蟇 を 驚かしつつ、 敷き わがね、 伸び 靡いた、 

一 条の 黒髪の 上 を、 光琳の 錦 を 敷いた 木の葉 ぢ らしの 

帯の 上の ごとく、 転々 として 転げ 倒れた。 

「光邦 様、 光邦 様。」 

ぎょっと すると、 お 滝 夜叉。 

「あい、 お 手紙。 ほら、 さっき 来たんだ けれどね、 ね、 

花嫁が 妬く と 悪い から 預 つと いたのよ、 えらいで しょ 

う。 …… 女の人の 手紙なん です もの。」 



—— お 伽 堂、 時より —— で、 都合で 帰郷す る 事に な 

り、 それにつ け、 いつぞや、 『たそがれ』 など、 あなた 

を大 のご蟁 肩の、 中 坂 下のお 娘 ごのお 達 引で、 金子、 

さんご かん ざし 

珊瑚の 釵 の、 ご 心配 はもう なくなり ましたと 申した 

の は、 実は 中洲、 月 村 様のお 厚情。 京 子 様、 その 事 堅 

くお 口 どめ ゆえ、 秘 して はおり ましたが、 このたび 帰 

のびのび 

国の 上 は、 かれこれ、 打明けます 折 もつ い 伸々 と 心 苦 

しく、 お 京 様と は 幾 久しき おつきあい、 何 かにつ け、 

お 胸に そのお 含み、 なによりと 存じ 

—— もう li- い。 



作者 自 から 評して 云う、 この (結び) に は 捲え た 

作意が ある。 誰 方に もよ く 解る。 …… お 滝が 手紙 

すじ まとま 

を 渡す 条 である。 纏り がいいよ うにと 思った が、 

見えす いた 筋 立ら しい、 こんな 事 はしない がかい。 

—— 実は、 お 伽 堂の 女房の 手紙が 糸 七に 届いた の 

は、 過ぐ る こと 二月ば かり、 お 京さん と、 野 土 青 

鱗 (あおだいしょうめ) 画伯と、 結婚式の 済んだ 

後 だ つたの だそう である。 

昭和 十四 ( 一 九 三 九) 年 三月 
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